
評価点 評価の理由と改善策 評価点 評価の理由と改善策
Ａ+ Ａ Ｂ Ｃ

100％以上 100% 50% 0%

生物多様性ふくつプランの計
画的な実行（重点プロジェク
ト）

うみがめ課 計画推進のためにPDCAの進行管理のもと実行の遂行を図る。
生物多様性ふくつプランの目標達成のために、そ
れぞれが具体的な計画を立て、全ての計画を実行
した。

生物多様性ふくつプランの目標達成のために、そ
れぞれの具体的な計画を立て、一部の計画を実行
した。

生物多様性ふくつプランの目標達成のために、具
体的な計画について全く議論されていない。 B

理由：一部の計画の実行はできている。
計画の優先順位をつけるには至らず。

改善策：今後、計画の優先順位をつけて
ロードマップを作成しながら計画的に実
行する。

B

理由：一部の計画の実行はできてい
る。計画の優先順位をつけるには至ら
ず。

改善策：今後、計画の優先順位をつけ
てロードマップを作成しながら計画的
に実行する。

1

福津市まちづくり計画などに
基づいて積極的な自然環境の
保全

うみがめ課
整合性を図るために、担当課と連携し、市全体で自然環境の
保全への取り組みを実施していく。

福津市まちづくり計画と環境基本計画に基づい
て、他課と連携した自然環境の保全を実施してい
る。

自然環境の保全に向けて、担当課と協議を行い、
計画の整合性を図ることができ、他課との連携が
一部できている。

自然環境への保全について総合計画と環境基本計
画の整合性について担当課と協議できていない。 B

理由：気候変動の影響による地球温暖化
とそれに対する対策の必要性について関
係課と協議を行った。

改善策：他課との連携を図るため令和6
年度から脱炭素のための連携会議を構築
する。

B

理由：まちづくり推進室や関係課と連
携を取りながら、必要に応じて進捗状
況等の内容の確認を行った。

改善策：他課と連携し、自然環境の保
全に具体的に取り組む。

6

農薬や化学肥料の適正な使用
など、環境保全型農業に関す
る調査・研究の実施

農林水産課
普及所や農協と連携し、農薬や化学肥料の適正な使用など市
内の環境保全型農業の啓発、取り組みの実態を把握してい
く。

普及所や農協と連携し、市内の環境保全型農業の
実態について経年把握する仕組みを構築、実施し
た。

普及所や農協と連携し、市内の環境保全型農業の
実態について把握した。

市内の環境保全型農業の実態について把握できて
いない。 A

福岡県堆肥利用拡大によるワンヘルス推
進事業を活用し、化学肥料削減を目的と
した堆肥散布機械の補助事業に取り組
み、環境保全型農業への取り組みを実施
した。

B

理由：普及所や農協と連携し、市内で
の環境保全型農業の実態調査を実施
し、把握した。

改善策：減農薬への取り組みについて
の県補助等の適用も検討する。

9

庁舎、さらには学校など市全
体でエコオフィスプランに基
づいた省エネルギー対策の推
進

管財課
うみがめ課

第４次福津市エコオフィスプランを策定し、市庁舎や学校な
どの公共施設全体の温室効果ガスの削減目標値や、その他の
項目として紙用品類使用量と上水道使用量の削減目標などを
掲げ、省エネルギー対策の推進に努める。

第４次福津市エコオフィスプランで設定した、温
室効果ガス総排出量の削減目標及び個別の目標全
て達成することができた。

第４次福津市エコオフィスプランで設定した、温
室効果ガス総排出量の削減目標及び個別の目標、
全８項目中４項目以上達成することができた。

第４次福津市エコオフィスプランで設定した、温
室効果ガス総排出量の削減目標及び個別の目標、
全８項目中３項目以下達成した。

C

現在8項目中、2項目の目標を達成してい
る。前年度より達成項目が増加している
ものの、令和2年度（基準年度）と比較
し、夏季の気温が高いことや社会活動が
再開したこと等の影響もあり、多くの項
目で未達成となった。

C

現在8項目中、達成項目は0である。令
和２年度（基準年度）と比較し、夏季
の気温が高く、空調稼働のための動力
を要しましたため、多くの項目で未達
成となった。

16

省エネルギー対策の取り組み
に関する調査・研究の実施

うみがめ課
国、県の施策を調査し、市の省エネルギー対策の方針を検討
していく。

省エネルギー対策の取り組みに関する調査・研究
を実施した。

省エネルギー対策の取り組みに関する調査・研究
の内容を検討した。

省エネルギー対策の取り組みに関する調査・研究
が行われていない。 A

先進的な取り組みをしている再生可能エ
ネルギー関連企業や先進的な取り組みを
している周辺自治体に聞き取りを行っ
た。また、民間事業者や行政の参加する
勉強会に参加し省エネルギーの取り組み
に関する調査・研究を行った。

B

理由：方針決定の参考とするため、先
進的な取り組みをしている再生可能エ
ネルギー関連企業や周辺自治体に聞き
取りを行い、省エネルギーの取り組み
に関する調査・研究内容を検討した。
改善策：省エネルギー対策について具
体的に調査・研究を実施する。

19

公共施設などに再生可能エネ
ルギー設備、機器の導入の検
討

うみがめ課
公共施設において、再生可能エネルギー設備や機器の導入に
ついて、担当課と連携を図りながら補助金等を含めた情報提
供を行う。

公共施設などに再生可能エネルギー設備・機器の
導入を実施した。

公共施設などに再生可能エネルギー設備・機器の
導入を検討した。

公共施設などに再生可能エネルギー設備、機器の
導入の検討ができていない。 B

理由：再生可能エネルギー関連企業に聞
き取りを行い、その内容を庁舎管理担当
課や新設校担当課と共有しながら補助金
の情報を集めながら導入の検討を行っ
た。

改善策：他課と連携し、設備・機器導入
の際に再生可能エネルギーを積極的に導
入するようはたらきかける。

B

理由：再生可能エネルギー関連企業に
聞き取りを行い、その内容を契約管財
課と共有しながら導入の検討を行っ
た。

改善策：他課と連携し、設備・機器導
入の際に再生可能エネルギーを積極的
に導入するようはたらきかける。

21

市民や事業者、市民団体、教
育・研究機関に対して太陽光
発電などの再生可能エネル
ギーの導入に関する情報提供
の実施

うみがめ課
国や県などからの再生可能エネルギーの導入に関する情報を
収集し、市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対して
情報提供を行っていく。

市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対し
て太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入に
関する情報提供を実施した。

市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対し
て太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入に
関する情報収集し整理した。

市民や事業者、市民団体、教育・研究機関に対し
て太陽光発電などの再生可能エネルギーの導入に
関する情報提供ができていない。

A
新設校の検討にあたり太陽光に対する国
の補助や近隣の取組について一緒に説明
を受けたり、企業からの情報提供を行い
協議した。

B

理由：国や県・事業者などの取り組み
を通じて再生可能エネルギー等に関す
る情報を収集し整理を行った。

改善策：市民や事業者、市民団体、教
育・研究機関から情報を求められた場
合、積極的に情報提供を行う。

22

景観に配慮した再生可能エネ
ルギー設備、機器の導入の検
討

うみがめ課
福津市景観計画の景観形成基準に基づき、また、生物多様性
の面からみた景観への配慮を促すように関係課と連携を図り
ながら導入の検討を行う。

景観に配慮した再生可能エネルギー設備、機器の
導入の検討を行った。

景観に配慮した再生可能エネルギー設備、機器の
導入について、情報収集を行った。

景観に配慮した再生可能エネルギー設備、機器の
導入の検討ができていない。 A

理由：近隣のため池への太陽光設置の取
組について情報共有をおこなったり、新
設校の太陽光設置や財政部門と協議を行
い、導入の検討を行った。

B

理由：導入を検討する課があった場合
に情報提供が行えるように情報の整理
を行った。また、新設校の太陽光設置
について担当課と協議を行った。

改善策：今後は相談があるのを待つの
ではなく、こちらから施設管理部門に
情報提供をしていく。

23

7

再生
可能
エネ
ル
ギー
利用
に関
する
調
査・
研究

各種機関や事業者、近隣市町
村との共働による、生ごみや
剪定くずを活用したバイオマ
スエネルギーなどの再生可能
エネルギー利用に関する調査
研究の実施

うみがめ課
各種機関や事業所、近隣市町村と連携し、生ごみや剪定くず
を活用したバイオマスエネルギーなどの再生可能エネルギー
利用に関する情報収集を行い、利用に向けた調査研究を検討
した。

各種機関や事業者、近隣市町村との共働による、
生ごみや剪定くずを活用したバイオマスエネル
ギーなどの再生可能エネルギー利用に関する調査
研究の実施を行った。

各種機関や事業者、近隣市町村との共働による、
生ごみや剪定くずを活用したバイオマスエネル
ギーなどの再生可能エネルギー利用に関する調査
研究を検討した。

各種機関や事業者、近隣市町村との共働による、
生ごみや剪定くずを活用したバイオマスエネル
ギーなどの再生可能エネルギー利用に関する調査
研究に取り組んでいない。

A+

家庭から排出される生ごみの有効利用と
して、うみがめ課にダンボールコンポス
トを設置し、屋内で利用可能か実験し
た。結果はダンボールコンポストでコナ
ダニが大量発生したことから、室内での
利用は難しいことが分かった。

B

理由：太陽光、剪定くずを活用したバ
イオマスエネルギーについて、市内で
発生した剪定くずの処分や市内のバイ
オマスエネルギー発電事業などについ
て関連事業者と協議を実施し、調査研
究の検討を行った。
改善策：市内のエネルギーの実態につ
いて具体的な調査研究を行うため、計
画策定関連事業者などと連携する。

24

「福津市廃棄物の減量及び適
正処理に関する条例」に基づ
いた、廃棄物の抑制、適正処
理及び、ゴミの減量に関する
啓発活動の実施

うみがめ課

「家庭ごみの出し方」パンフレット、市広報、ホームページ
等にて、なるべく詳細なデータを用いて啓発する。
・ゴミの減量化を推進するための方法に関する広報や市の
ホームページなどでの情報提供の実施
・環境フォーラムにおいて生ごみを減らすためのダンボール
コンポストなどに関するＰＲ活動の実施

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関
する条例」に基づいた、廃棄物の抑制、
適正処理及び、ゴミの減量に関する啓発
活動を行い、廃棄物の減量・適正処理に
つながった。

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関する条
例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正処理及び、
ゴミの減量に関する啓発活動を行った。

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関する条
例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正処理及び、
ゴミの減量に関する啓発活動を検討した。

「福津市廃棄物の減量及び適正処理に関する条
例」に基づいた、廃棄物の抑制、適正処理及び、
ゴミの減量に関する啓発活動について検討してい
ない。

A+
環境啓発イベント等にて実施や分別収集
の意識向上を図るため職員の巡回や家庭
ごみの出し方パンプレット等の見直しを
行った。

A

環境啓発イベント等にてダンボールコ
ンポスト講座を実施や分別収集の意識
向上を図るため職員の巡回や家庭ごみ
の出し方パンプレット等の見直しを
行った。

26

福津市内での環境保全活動を
行う市民団体間の情報の共有

うみがめ課
シンポジウムや会議などを年１回程度行い、市内で環境保全
活動を行う市民団体がお互いに取り組みの情報共有を行える
ようにしていく。

福津市内で環境保全活動を行う市民団体間で情報
共有できる仕組みを構築した。

福津市内で環境保全活動を行う市民団体間で情報
を共有した。

福津市内で環境保全活動を行う市民団体間で情報
を共有する機会がない。 A

理由：環境フォーラムにおいて、トラス
ト会議を開催し市民団体から情報を提供
してもらい共有できる機会を設けた。
また、保健所と一緒に行っているビオ
トープの管理の中で生物多様性セミナー
や意見交換会を開催し、市内の民間団体
と情報共有する機会を作った。

B

理由：環境啓発イベント（環境フォー
ラム）において、市民団体から情報を
提供してもらい共有できる機会を設け
た。

改善策：団体間の情報共有については
定着してきているが、仕組みづくりに
取り組む。

33

新原・奴山古墳群などの歴史
的拠点を結んだ散策ルート
マップの作成、周知

文化財課
うみがめ課

地域の方や環境団体の協力による自然環境情報を盛り込んだ
新原・奴山古墳群など歴史的拠点を掲載した散策ルートマッ
プを作成する。

市を訪れた人が散策ルートマップを活用
できるようにした。

新原・奴山古墳群などの歴史的拠点を結んだ散策
ルートマップを作成し、周知した。

新原・奴山古墳群などの歴史的拠点を結んだ散策
ルートマップの内容を、関係部署と検討し整理し
た。

自然環境情報を盛り込んだ新原・奴山古墳群など
の歴史的拠点を結んだ散策ルートの検討ができて
いない。

B

理由：散策マップの作成を検討し、マッ
プに必要な生物の写真などを一年間かけ
て集積した。

改善策：集積したデータをもとに、散策
マップを作成する。

B

理由：環境団体から提供された情報を
蓄積し、関係課と連携して散策マップ
の作成を検討した。

改善策：関係課と協議し、散策マップ
を作成する。
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第２次福津市環境基本計画（第１部)実績報告書　　　　※黄色の欄はＢ以下の評価だった取り組み、青色の欄は昨年度から評価が変わった取り組みです。
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